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福岡地域戦略推進協議会（FDC）事務局長

石丸修平

＜プロフィール＞
経済産業省、プライスウォーターハウスクーパース（PwC）等を経
て、2015年4月より福岡地域戦略推進協議会（FDC）事務局長。

アビスパ福岡アドバイザリーボード（経営諮問委員会）委員長、九
州大学科学技術イノベーション政策教育研究センター（CSTIPS）客
員教授、Future Center Alliance Japan（FCAJ）理事、九州経済連
合会行財政委員会企画部会長等を歴任。中央省庁や地方自治体の委
員など公職も多数務める。

著書に「超成長都市「福岡」の秘密 世界が注目するイノベーション
の仕組み（日本経済新聞出版）」。

2021年10月、世界経済フォーラムと国際官民連携ネットワークに
よるAgile 50（公共部門においてイノベーションを推進し、世界か
らガバナンスに変革を起こしているリーダー）として、「破壊的変
革を導く世界で最も影響力のある50人」に選出される。



© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 3

福岡地域戦略推進協議会（FDC）の取り組み
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福岡地域戦略推進協議会（FDC）とは
 産学官民の事業創出プラットフォーム

• 福岡地域戦略推進協議会（Fukuoka D.C.）は、福岡の新しい将来像を描き、地域の
国際競争力を強化するために、地域の成長戦略の策定から推進までを一貫して行う、
産学官民一体のThink＆Doタンクです。福岡都市圏を核として、九州、さらには隣
接するアジア地域との連携を図り、事業性のあるプロジェクトを推進しています。

• 設立：2011年4月
• 会員：228（2023.1.31現在）

⁃ 正会員 154
⁃ 賛助会員 67
⁃ 特別会員 7

⁃ 自治体 12
› 福岡県、福岡都市圏広域行政推進協議会
› 福岡市、福津市、宗像市、大牟田市、飯塚市、
久留米市、広川町、鳥栖市、小城市、宮若市

⁃ 組織
› 会 長：九州経済連合会名誉会長
› 副会長：九州大学総長
› 副会長：福岡都市圏広域行政推進協議会会長
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2030を見据えたFDC地域戦略
シンク&ドゥタンク
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地域戦略の特徴

 FDCの地域戦略と福岡市のマスタープランの連動
• 戦略の主な要素を福岡市マスタープランに位置づけ、公共政策・公共投資と民間事
業が連動。

福岡市マスタープラン

福岡都市圏の
成長戦略① 「生活の質の向上」と「都市の成

長」の好循環を創り出す

② 福岡都市圏全体として発展し、広域
的な役割を担う

地域 人材 ＭＩＣＥ
都心

スタート
アップ

８つの重点産業分野
×

８つのビジネス基盤

人材 ＭＩＣＥ 都心

都市経営の基本戦略
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福岡市新マスタープラン策定に向けて



FDCの事業推進体制
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FDCの事業推進体制



都心再生戦略の策定と推進

• 官民連携での都市再生の長期戦略の策定と合意形成
• 関連する行政計画への要素の反映
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FDCの事業推進体制



実証・社会実験を通じた新たな価値の創造
 福岡市とFDCは、共同で実証実験フルサポート事業を立ち上げ、
新たな価値の創造と社会実装に向けた動きを積極化

14福岡地域戦略推進協議会｜© Fukuoka Directive Council
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FDCの事業推進体制



人材の流動性を高める取
り組み

ACTUON 01：医療従事者などを応援

ACTION＋α 地域社会へのエール！

FDC多業種連携による各種アクションは、地域の経済主体の変化への対応力を強化する動き

ACTION03：地域経済を支援

ACTION 02：活躍の場の創造

ACTION04：オープンイノベーション

Afterコロナの世界が真に豊かであるために
新しい価値を創造し 輝かしい未来に向けて
前進する人たちを応援するプロジェクト

賛同団体による合同Friday Ovation

飲食事業者に新たなビジネス機会を提供

コロナの影響による失業、内定取消などを支援

ありがとう基金への寄付

介護施設への車両無償貸与

コロナを乗り越える実証実験の募集

九州豪雨支援のコンソーシアム組成 ONE KYUSHUサミット

エール！FUKUOKAの強化

16© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜



エール！FUKUOKA

 事業を生み出すプラットフォームである
• まちづくりにおけるソフトを産業創造部会、ハードを都市創造部会が担当
• 全体共通の基盤として分野横断連携やデータ連携をデジタル部会が担当
• 事業化支援センターとして、サービス、ソリューション開発をFLaPが担当

17福岡地域戦略推進協議会｜© Fukuoka Directive Council

デジタル部会

産業創造部会 都市創造部会

ソフト ハード

FDC Launch Program（FLaP）

全体基盤
（分野横断連携、
データ連携等）

事業化
（サービス、

ソリューション等）

まちづくり

地域のDX

企業のDX

FDCの事業推進体制
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実証実験・社会実験を通じたイノベーションの創出



新型コロナ危機が引き起こす社会変化

■現在起こっている変化
働き方・暮らし方の急激な変化

●外出自粛や社会的距離確保
（３密防止）

●飲食・物販・宿泊・集客施設
の営業自粛・短縮

●観光・MICE需要の激減
●ビジネススタイルの変化
（リモートワークの普及、
オンライン会議、出張や会食の回避）

●交通需要の変化
（在宅勤務等による移動の減少）

■中長期の変化見通し
社会・経済構造が大きく変わる可能性

より確実視される予想

より不確実性の高い予想

◆ 経済成長の停滞
◆ 国際往来の大幅な落ち込み
◆ 国際観光・MICEの収縮
◆ 対面サービス業の収縮
◆ 国内観光需要の活発化
◆ テレワーク・リモートワークの定着
◆ DXの進行・オンラインサービスの勃興
◆ ８割経済の定着
◆ ワクチン・治療法の確立・普及
◆ ロボットの活用と普及
◆ キャッシュレスの浸透と普及
◆ オンライン授業、リモート医療の普及
◆ 都心オフィス・都心商業の衰退
◆ 低交通需要の定着・モビリティの変革
◆ 自由な働き方の浸透・普及
◆ 都市から地方へ経済活動移行

福岡の「成長の軸」が揺らぐ可能性

出所：URC2014年『Fukuoka Growth』

19© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜



「Beyond Coronavirusを見据えた福岡の可能性」

高島市長、福岡地所、東京建物、西日本鉄道、九州旅客鉄道、安宅和人氏
（シン・ニホン著者）らが、ポストコロナの福岡のまちづくりを議論
⇒天神ビッグバンなど進行中のプロジェクトについて、都心の価値を
 高めるため、コロナ対応を積極的に盛り込む意向などが示された

○ 福岡が東京一極集中の受け皿となる中核的役割を果たす
○ アジア、世界に先駆けて”コロナホワイト”のまちづくりを早期に打ち出す必要

ビヨンドコロナ時代の福岡都心のあり方
オンラインイベント／主催：FDC
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（出所）福岡市プレスリリース「世界に先がけた感染症対応シティへ！」
https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/76957/1/kaiken_kansensyoutaisakucity0827.pdf?20200831144509 21© 福岡地域戦略推進協議会｜Fukuoka Directive Council



FDCの目指す姿
 Open Innovation Platform

• FDCは200を超える会員を中心に、国際都市や国際機関との連携によりオープンイ
ノベーションプラットフォームとして機能することで、公共政策との連動や、会員
企業の新規事業創造、スタートアップの成長などを通じ、新たなサービスやテクノ
ロジーの社会実装を推進する

22福岡地域戦略推進協議会｜© Fukuoka Directive Council
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地域経済社会（福岡／九州）の取り巻く状況



24出所：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』（平成30（2018）年推計）福岡地域戦略推進協議会｜© Fukuoka Directive Council

人
口
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持
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口
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る

福岡都市圏全体も人口が減少
 人口増／人口減の地域にわかれ、さらに差は広がっていく



福岡市ですら高齢化していく
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 人口構造の変化に対応が必要になる
• 若者の多いまち・福岡としての強みは徐々に失われていく可能性
• 75歳以上人口の急激な増加に社会システムが対応できない懸念



九州は、全ての県で人口減少していく

 今後、地域は人口減少とどう向き合うか？
• 2035年の人口予測では、九州・山口全体で、234万人の人口が減少してい
• く中で、これまでのような企業経営や地域経営は継続困難。

2,337千人

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 26



人口減少により消費市場は縮小、経済は停滞していく
 九州地域の消費市場は約24%減少すると試算されている

⁃ 2015年：26.8兆円／2045年：20.4兆円

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 27（出所）九州経済調査協会「0年後に向けた九州地域発展戦略」



九州の成長には労働力・生産性の確保が必要
 九州の1人当り実質GDPが全国水準になるには年率2.1%の成長が必要

• 九州地域は、地方交付金や補助金など国の財政に依存した経済構造
• 全国と同水準にまで引き上げるには、①労働力率の上昇、②生産性の伸び確保、③AI
等の普及による生産力の確保が必要

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 28（出所）九州経済調査協会「30年後に向けた九州地域発展戦略」



新しい生活様式に都市が適応していく必要
 新しい生活様式に都市が適応していく考え方に改める必要性（業務、商業、観光・MICE
個々の経営は変わる→都市はその変化を支える）
 高頻度の変化を前提にした空間、リアル店舗とECが融合した商業空間
 テレワークの進行による都心のオフィス供給減、それを補うコワーキングスペースの供給増
 自宅のオフィス化、住宅に求めるニーズの変化
 オープンエアーな環境の活用（ウォーター/リバーフロント、道路と店舗の中間領域、郊外）

 進行中の計画は、過去のままで進めることにリスクがあることから、変更、延期、停止
、中止等のオプションも持っておく必要性

高頻度で変化する都市空間・柔軟な変化を支える制度

エール！FUKUOKAテイクアウト

感染症対応シティ

出所：福岡市プレスリリース
「世界に先がけた感染症対応シティへ！」

東京のしゃれた街並みづくり推進条例
出所：東京都HP

29© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜



次なる産業創出を見据えたスピード感のあるチャレンジが必要

 新しいニーズに対応する、小さくともスピード感のある新しいチャレンジの必要性
 移出性のある第三次産業＝専門・科学技術、業務支援サービス業等の強化
 次の産業シーズを探るためのプロトタイピング

 人口減少や災害など従来から指摘されていた社会変化や課題をコロナが加速させたため、
対応を先取りする必要性
 都市を構成する産業のDX、産業を支える都市基盤のスマート化の必要性
 ｻｰﾋﾞｽ産業のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝによる高付加価値化

 福岡のDNAと強みを発揮し、他都市に先駆けて世界のモデルになる可能性
 無形資産への投資：国内外の高度人材の確保
 福岡ならではのMICEスタイルの構築
スタートアップによるイノベーション集積 福岡版スマートシティ

出所：FDCスマートシティ部会
出所： F Ventures LLP「福岡市スタートアップ地図」
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より広域で強い都市機能を保持する必要
 テレワークの普及・常態化に合わせた、居住地域と都心間の勤務機能の拡充など広域的
な役割分担の必要性
 都心･副都心･自宅･公園等、個々人の希望に応じて多様な働き方・暮らし方を選択できる都市圏
 郊外のチャンスを都市圏で考える見立てが必要
 ウォーターフロント、リバーフロント、新しい郊外都心などに機能を分散

 都心は高度な機能集積（高い付加価値を創出する機能、新しい生活・勤務様式に適応す
る機能）に刷新する必要性
 都心のオフィスは、テレワークで代替できない、創造性を高める場所、リアルにコミュニケーシ

ョンを取る場として先鋭化。個室化、開放性向上、都心居住の選択など、様々な可能性がある。

出所：黒瀬武史「FDC2020年度第1回都市再生部会話題提供資料」

イノベーションを創出する場として先鋭化する都心

出所：西日本鉄道「福ビル街区建替プロジェクト」

多様なワークプレイスの選択肢を提供できる都市圏

31© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜



今何が起こっているのか？〜技術のブレイクスルー〜

32出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』



「ダイナミック・ケイパビリティ」とデジタル化

33出所：経済産業省 産業構造審議会「新型コロナウィルスの影響を踏まえた経済産業政策のあり方について」



企業価値の源泉としての無形資産

34出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』



日本企業でデジタル化・データ活用が進んでいない

35出所：経済産業省 産業構造審議会「新型コロナウィルスの影響を踏まえた経済産業政策のあり方について」



日本企業全体の売上高のうち、9割が「低成長セグメント」から

36出所：経済産業省 産業構造審議会「新型コロナウィルスの影響を踏まえた経済産業政策のあり方について」



全ての業界で起きている環境変化

37

日本の製造業は、すり合わせ型と呼ばれ、競争力が高かったが、
モジュール化の前に、多くの製品は競争力を失っていった。

モジュラー型 インテグラル型

低い

高い

価格・価値

例）
自動車、
オートバイ、
航空機etc…

例）
家電、
パソコンetc… EV

Personal Mobility
空飛ぶ車（ドローン）

新たな制度設計が必
要不可欠（自社だけ
で完結しない）



ベンチャーとスタートアップの違い

38

a startup is a company looking for rapid 
expansion with a scalable, innovative and 
disruptive product, possibly through 
external funding. 

スタートアップは、投資等外部資金により、スケーラブルで
革新的で破壊的な製品により急拡大を目指している企業

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜
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DX共創ラボ in 九州コミュニティ
（令和4年度地域未来DX投資促進事業）の意義
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国全体におけるデジタル投資の長期低迷

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 43出所：経済産業省 産業構造審議会 新機軸部会資料



我が国のデジタル投資は守りが中心

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 44出所：経済産業省 産業構造審議会 資料



IT人材の「量」「質」ともに不足感があり年々増加傾向

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 45出所：経済産業省 産業構造審議会 資料



日本企業の成長のためのDX投資の遅れ

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 46出所：経済産業省 産業構造審議会 資料



地域企業のデジタル化・DXの遅れが指摘されている

© Fukuoka Directive Council福岡地域戦略推進協議会｜ 47出所：経済産業省 産業構造審議会 資料



スピード感を持った事業創出の必要性

48出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』



アジャイルと新規事業創出の相性

49

既存商品の延長線上にはなく、新たな仕組みを構築し、新しい価値を
提供していく場合、pivot（間違いがあれば直していく）開発手法が
適しており、アジャイル開発が一般的になりつつある。



消費者ニーズの理解の必要性

50出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』



無形資産投資と生産性向上の必要性

51出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』



全ての分野で革新的な製品・サービスの創出可能性

52出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』



IT/データ活用による働き方のパラダイムシフトの必要性

53出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』



デジタル化、イノベーション、人材活躍促進

54出所：経済産業省 スマートかつ強靭な地域経済社会の実現に向けた研究会「ウィズ・ポストコロナ時代における地域経済産業政策の検討」



DXの推進に向けて

55

①イノベーションによって新たなテクノロジーやビジネスモデルを武器に、
既存のビジネスを破壊し、駆逐しながら、社会を前進させていく。
（→歴史を学べば、同じことはいつの時代にも起きている）

②ビジネスの領域は曖昧になっており、例えば、決済と広告、
交通システムとファイナンスなどビジネスの価値を定義づける
手段や表現も、大きく変わってきている。

③すり合わせ型(インテグラル)ビジネスは日本のお家芸でもあった
が、家電、自動車と、その領域は狭まってきており、聖域はない。

④ビジネスイノベーションは世界的に加速しており、
新たなテクノロジーを活用した新ビジネスはルールやアーキテクチャを
一新するため、オープンイノベーションを取り入れる必要がある。



最後に・・

56

新たな潮流、テクノロジーやイノベーションを正しく理解し、
キャッチアップではなく、
マーケットやイノベーションをリードするチャレンジを常に行っていくこと。

量子コンピューター

ブロックチェーン

As a Serviceモデル

ディープラーニング IoT

AR・VR

AR・VR

LPWA, 5G
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